
八王子市社会福祉審議会 児童福祉専門分科会 

令和元年度（2019 年度） 第１回会議 次第 

 

令和元年（2019 年）5 月 28 日（火） 

午前 10 時 30 分～午前 11 時 45 分 

八王子市役所本庁舎７０２会議室 

【】は時間のめやす 

１ 開 会【10：30～】 

（１）委員の変更及び臨時委員の紹介 

（２）計画の改定にあたって 

２ 議 題 

（１）計画策定（若者）部会設置の提案【10：40～】 

（２）分科会の年間スケジュール【10：50～】 

（３）第３次八王子市子ども育成計画 平成 30 年度（2018 年度）取組状況の点

検及び評価について【10：55～】 

３ 報 告【11：35～】 

（１）保育施設及び学童保育所の受け入れ状況について 

（２）子ども☆ミライ会議の開催予定について 

４ その他 

５ 閉 会【～11：45】 

 

【配付資料】 

資料１ 委員名簿 

資料２ 事務局名簿 

資料３ （仮称）子ども・若者育成支援計画の概要について 

資料４ 計画策定（若者）部会の設置について 

資料５ 年間スケジュール 

資料６ 第３次子ども育成計画 点検・評価報告書案（平成 30 年度分） 

資料７ 保育施設及び学童保育所の受け入れ状況について 

資料８ 子ども☆ミライ会議の開催予定について 

 

[新規委員のみ 別資料あり] 



（仮称）八王子市子ども・若者 
育成支援計画の概要について 

令和元年（2019年）５月28日 

児童福祉分科会資料 

資料３ 



１．策定する計画 

□子ども育成計画（市町村行動計画） 

  ・市町村子ども・子育て支援事業計画 
  ・ひとり親家庭自立支援計画  
  ・母子保健計画  
 
□(新規)子ども・若者計画 

（仮）子ども・若者育成支援計画 

子ども・若者育成支援推進法 
新 

現行の「子ども育成計画」と「（新
規）子ども・若者計画」を一体化 

⇒八王子市にふさわしい、成長過
程における子ども・若者にとって連
続性ある施策展開をめざす 

□子ども育成計画（市町村行動計画） 

  ・市町村子ども・子育て支援事業計画 
  ・ひとり親家庭自立支援計画  
  ・母子保健計画 

□（新規）子ども・若者計画 

＋ 

次世代育成支援対策推進法 
子ども・子育て支援法 
母子及び父子並びに寡婦福祉法 

健やか親子２１ 

※勘案・・・子若法に基づく国の大綱にそのまま準拠しなければ 
       ならないということではない。 
       ⇒地方分権を尊重、自治体の実情を考慮 

勘案※ 



（１）計画期間 令和２年度（2020年度）～令和６年度（2024年度）までの5年間 

（２）対象 

0歳～30歳未満及び妊婦とその家庭 

※若者の就労支援等の施策は40歳未満 

※ 義務教育終了後の若者支援を新たに体系化 

（３）基本方針 

① 子ども・若者の健やかな成長・自立を社会全体で支えるための環境
整備 

② 青年期に社会的自立を果たすことができるように、子ども・若者及び 
    その世帯への横断的、切れ目のない支援 

（４）関連する取組 

（参考） 

・妊娠期からの切れ目のない支援   
・児童虐待防止    
・保・幼・小の連携    
・ひとり親家庭への支援 
・障害児支援の充実    
・生活自立支援課相談事業 
・青少年健全育成 など 

（５）検討していく 

   若者施策 

・居場所づくり（児童館の活用等） 

・社会的自立への支援 

 ２．計画の概要 



３．背景・経緯 

年
表 

社会状況 市の状況 

• リーマンショック（Ｈ20） 

• 青少年育成施策大綱 

          （H20・内閣府） 

• 子ども・若者育成支援推進
法の制定（Ｈ21・内閣府） 

 

• 子どもの貧困対策推進法の
制定（Ｈ26・内閣府） 

• 東京都子供・若者計画の策
定（Ｈ27） 

• 生活困窮者自立支援法の
施行（Ｈ27・厚労省） 

• （都）若者（青少年）調査 

  （Ｈ28）※八王子市調査協力 

 

• 八王子しごと情報館における就職支援 

• 非行などからの立ち直り支援 

• 八王子ビジョン2022（基本計画）の策定（Ｈ25） 

• 八王子若者サポートステーションの設置（Ｈ25） 

 

第3次子ども育成計画の策定（Ｈ27） 

 

 

• 八王子版ネウボラ・マイファイルの実施 

• 子どもの生活実態調査（Ｈ29） 

 ニート（若年無業者）やひきこもりなどの深刻化、若者の「生きづらさ」がクローズアップ 

 虐待・いじめの深刻化、有害情報の氾濫など 



 ４．一体策定の目的 

１ 分野横断的な取組みの推進 

     複数分野（教育・福祉・保健・医療・矯正・更生保護・雇用等）の施策を組み合わせた展開 

 

２ 若者の社会的自立を支えていくための途切れのない支援の推進 

   関連団体（学校・事業者・ＮＰＯ・市民団体等）との連携強化による年齢階層で途切れるこ 

    とのない継続した支援 

 

３ 子ども・若者が生きがいを持って活躍できる地域づくり 
   八王子の未来を担う子ども・若者が社会的に自立し、社会で活躍しやすい環境の整備 



５．計画と主な他の個別計画の関係 

□子ども育成計画 
  ・市町村子ども・子育て支援事業計画 
  ・ひとり親家庭自立支援計画  
  ・母子保健計画  
 
□(新規)子ども・若者計画 

 

 

地域福祉計画 

障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画 

保健医療計画 

生涯学習プラン 

教育振興基本計画 

八王子ビジョン2022（八王子市基本計画） 

（仮）子ども・若者育成支援計画 

連携 

特に強い連携 

連携 

子ども施策と教育施策を同じ章で扱っている 



６．計画の目指すところ 

学園都市 児童館 中小企業 市民力 

活用すべき「八王子らしさ」の視点 

八王子で、子どもや若者が夢や希望を持ち、自分らしく輝きなが
ら、生きがいを持って、社会的に自立・活躍している。 あるべき姿 

子ども育成施策 

• ビジョンフォーラム及び子どもミ
ライフォーラムにおける子どもた
ちからの提言を計画に反映 

• 困難を有する子ども・家庭への支援 

• 保・幼・小連携 

• 八王子版ネウボラ・マイファイル事業の
推進 

• 家庭教育（いえいく）の支援  
 

若者支援施策 

• 総合相談窓口機能の整備 
 

• 実践的なネットワークの構築 

   ⇒ 現場における支援を充実 
 

• 居場所づくり 

 

緑の多い環境 

多岐にわたる分野の所管の協力が大切 
      ＡＬＬ八王子による子ども・若者施策の展開へ 

中核市 



７．基本方針の骨子案 

１ 次代を担う子どもの育成 

２ 家庭の子育て力を支えるしくみづくり 

３ 子どもと家庭を育むまちづくり 

４ 配慮が必要な子どもと家庭を支える環境づくり 

（新）５ 若者支援 



子ども 

40歳 30歳 15歳 

※参考資料１ 当計画における用語の定義（案） 

6歳 12歳 0歳 

乳幼児 

若者 

生徒 

青少年 

義務教育期間 
終了後 

就労支援等の 
施策によっては該当 

18歳 18歳 

児童 

※ ただし、各法に基づく事業の場合は、当該法に準拠 



 ※参考資料２  
    ビジョンフォーラム 及び 子どもミライフォーラムでの子どもたちからの提言 

・ビジョンフォーラム（中学生の提言） 「子どもたちが 夢と希望を 持てるまちに」 

健康福祉フォーラム 笑顔で「心」と「からだ」を健康に 

スポーツ推進フォーラム 多様なスポーツの魅力に触れ、深める異なる世代の絆 

生涯学習フォーラム 生涯学びたいという意欲を育てる環境 

みどりのまちづくりフォーラム だれにでも長く使われる都市公園に 

生活文化創造都市フォーラム 交通、安心安全、サービスを軸に新たな八王子へ 

文化芸術フォーラム 取り入れよう、普段のくらしに楽しい芸術 

安全安心フォーラム 地域と連携し、自分たちで守る八王子の安全 

歴史伝統フォーラム 未来へ活かそう～それぞれの時代の八王子の魅力～ 

・子どもミライフォーラム（ミライへの提言） 「八王子は わたしたちが つくるまち」 

提言1 子どもが大人と一緒に 楽しく安心して 遊べる場所があるまち 

提言2 犯罪がなく 市民全員が 安心してくらせるまち 

提言3 元気よくあいさつする 世界一笑顔あふれるまち 

提言4 自然を活かした 観光が盛んで 楽しめるまち 

提言5 商工業によって栄え 交通が便利なまち 



①子ども・若者相談窓口機能 ②子ども・若者支援地域協議会機能を整備し、支援を行う。 

出所：内閣府『子ども若者支援推進大綱概略』より 

① 

② 

※参考資料３  子ども・若者育成支援のイメージ 



１.計画策定に関する経過 

1 

前
回
ま
で 

• 現行計画を引き継ぎ「子どもにやさしいまち」、「子育てしやすいまち」の
実現をめざす 

• ビジョンフォーラムの成果を活かし、子どもたちの視点を取り入れる 

• 計画の対象に若者を追加する 

• 基本理念は「みんなで育てる みんなが育つ わたしたちがミライにつ
なぐ はちおうじ」 

市
で
の
追
加
事
項 

• 計画に若者支援を追加することを正式に決定 

• 庁内においては、福祉や教育、まちづくりなど複数所管にまたがる庁
内検討会を立ち上げて検討 

• 計画の目的に「次の100年を担う 子ども・若者が夢と希望を持てるま
ち」の実現を新たに追加 

• 若者施策の検討にあたり、児童福祉分科会に臨時委員を追加 

資料４ 

計画策定（若者）部会の設置について 



2 

２.若者支援に関する臨時委員 

  氏 名 所属等 備考 

1 眞保 智子 法政大学 現代福祉学部 教授 学識経験者 

2 菅野 周平 
特定非営利活動法人 
青少年自立援助センター 事務局長 

子ども・若者支援団体 
サポステ受託事業者 

3 三入 重夫  
法務省東京保護観察所 
八王子地区保護司会 会長 

更生保護団体 

4 大島 達也 東京都立八王子拓真高等学校 主任教諭 教育従事者 

5 松井 優佳 八王子BBS会 会長 ボランティア団体・学生 

6 加藤 悟 公募市民 公募市民 

7 渡辺 恭秀 八王子市公立中学校長会（楢原中学校校長） 教育従事者 

※臨時委員・・・「特別の事項を調査審議する必要があるときは、審議会に臨時委員を置くことができる」（条例）に
よって市長が委嘱（任命）。基本的な役割は通常の委員と変わらないが、臨時委員の任期は2019年度末。 

※オブサーバーとして、東京都若者支援課 



3 

３.計画策定（若者）部会の設置提案 

児童福祉専門分科会 

計画策定部会 

児童福祉専門分科会 

計画策定 
（子ども）部会 
・これまでの委員 

計画策定 
（若者）部会 
・臨時委員 

これまでの計画策定部会 → 計画策定（子ども）部会に名称変更 

新たに計画策定（若者）部会を設置 → 若者とその家庭の支援を臨時委員で検討 

認可部会 認可部会 



４.計画策定の進め方 

4 

計画策定（子ども）部会 計画策定（若者）部会 

第2回 基本方針1～3の検討 

第3回 基本方針1～3の検討 

合同開催 両策定部会の検討経過報告、基本方針4の検討 

第2回 若者支援の現状と課題 

第3回 基本方針5の検討 

第4回 若者総合相談窓口の検討 

分科会 検討結果の報告、素案に対する答申 

随
時
、
検
討
内
容
な
ど
の
情
報
共
有
を
行
う 



◆年間スケジュール

月 日 児童福祉専門分科会 計画策定（子ども）部会 計画策定（若者）部会 市の動き

5月 28日

第1回　10：30～11：45　702会議室
1.臨時委員紹介
2.若者部会設置の提案
3.分科会の年間スケジュール
4.前年度の施策評価・課題抽出

第1回　9：45～10：25　702会議室
1.計画の概要
2.若者部会設置の提案
3.計画策定部会の年間スケジュール

第1回　11：45～12：30　702会議室
1.臨時委員紹介
2.若者部会の年間スケジュール
3.計画の進め方

【作業】現行計画の現状と課題把握

5日
第2回　14：00～15：30　第6委員会室
1.子ども・子育て支援事業計画の検討（量の
見込み、確保方策等）

11日
第2回　13：30～15：00　第6委員会室
1.次期計画の基本方針及び施策体系の検
討（基本方針1～3）

第2回　17:30～19：30　職員会館
1.若者支援の現状と課題

21日

第3回　10：00～12：00　職員会館
1.基本方針の検討
2.周知のあり方
3.実践的なネットワークづくり
4.居場所づくり

2日

第3回　15：00～16：30　201会議室
1.子ども・子育て支援事業計画（案）の決定
2.次期計画の基本方針（案）1～3及び施策体
系（案）の決定

第3回　14：00～14：50　（会場調整中）
1.次期計画の基本方針及び施策体系の検
討（基本方針1～3）

【作業】素案原稿の作成開始

16日
第4回　17：30～19：30　職員会館
1..若者総合相談窓口機能のあり方
2.早期発見・支援の必要性

上旬 【内部検討会】施策の検討

25日
ＰＭ

第4回　13：30～16：00　801会議室
子ども☆ﾐﾗｲ会議（子どもたちとの意見交換)

9月 4日

上旬 【内部検討会】素案（案）決定

15日
第5回　15：00～16：30　第6委員会室
1.素案に対する答申（案）の決定

下旬 【内部検討会】素案の決定

12月 中旬

1月 中旬

上旬 【内部検討会】パブコメ結果の報告

10日
第6回　13：30～15：00　805会議室
1.パブコメ結果の報告

※認可部会は必要に応じて、別途開催日を調整します。

6月

2月

【パブリックコメントの実施】

合同部会（第4回子ども部会・第4回若者部会）14：30～16：00　第6委員会室
1.両部会の検討経過の確認
2.子ども☆ミライ会議のまとめ
3.基本方針4（配慮が必要な家庭への支援）の検討

10月

7月

8月

資料５ 



保育施設の受け入れ状況 
（子ども・子育て支援新制度移行に伴い、平成27年度から認定こども園、地域型保育を含む。） 

 

1 

資料７ 



就学前児童数（０～５歳）は、対前年６９７人減の２３，１０９人（２．９％減） 
保育所等利用申込児童数は、対前年８人減の１１，３８８人（０．０７％減） 

2 

就学前児童数と保育所等利用申込児童数の推移  

１．５倍（１４年比） 

申込児童数の伸び 

１．２倍（１４年比） 

申込児童数の伸び 

０～２歳児 

３～５歳児 

就学前児童数 ５，００６人減少 

8,846 

11,388 28,115 

11,396 

23,806 

23,109 

0
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10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0
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6,000

8,000

10,000

12,000

14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 

４歳以上 

３歳 

２歳 

１歳 

０歳 

就学前児童数の推移 

保育所入所申込児童数の推移 



保育所等在籍児童数は、対前年１２人減の１１，２２９人（０．１％減） 
保育所等待機児童数は、対前年３０人減の２６人（５３．６％減） 

3 

保育所等在籍児童数と待機児童数の推移 

9,355 

11,241 
11,229  

254 247 
264 

288 
320 336 331 

453 
496 468 

375 

253 
231 

144 
139 

107 

56 

26 

0
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7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 

待機児童数の推移 

在籍児童数の推移 

8,463 

平成２２年のピーク時と比較すると在籍児童数は１,８７４人増／待機児童数４７０人減（約９５％減） 

在籍児童数の伸び 

１．３３倍（１４年比） 

平成１４年以降最少を更新 



4 

保育所等利用申込率の推移  

保育所等利用申込率（０～５歳）は、対前年度で１．４ポイント増の４９．３％ 

申込率の伸び 

１．５６ 倍（１４年比） 

31.5% 

43.7% 

47.0% 
47.9% 

49.3% 
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60%

14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 

保育所等利用申込率 

保育所等利用申込率＝就学前児童数に占める保育所等利用申込児童数の割合 



求職中 

9人 

 35% 

就労中 

17人 
65% 

待機児童２６人の地域別分布状況及びその保護者の状況は、下図のとおり。 

保育所待機児童の分布とその保護者の状況 

待機児童の年齢別内訳 

保護者の状況内訳 
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（単位 ： 人） 

上段：平成31年4月待機児童数 

（  ）：平成30年4月待機児童数 
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学童保育所の受け入れ状況 

6 



小学１～３年生児童数は、対前年２５１人減の１２，９５６人（１．９％減） 
学童保育所入所申込児童数は、対前年２６６人増の６，３２５人（４．４％増） 

小学１～３年生児童数と学童保育所入所申込児童数の推移 
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１．２８倍（２２年比） 

申込児童数の伸び 

小学１～３年生 

小学１～３年生児童数 減少傾向にある 

小学１～３年生児童数の推移 

学童保育所入所申込児童数の推移 

小学１～３年生 



学童保育所在籍児童数は、対前年１８９人増の６，２７９人（３．１％増） 
学童保育所待機児童数は、対前年 ４３人増の２１５人（２５．０％増） 

学童保育所在籍児童数と待機児童数の推移 

在籍 
児童数 

待機 
児童数 

低学年 
（1～3） 

6,134 191 

高学年 
（4～6） 

145 24 

計 6,279 215 
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待機児童数 施設整備 
放課後 

子ども教室 
週５日実施等 

隣接学区の 
学童に空き有 

高学年 
対応ができて 
いない児童 

215 59 109 18 22 7 

待機児童対応 
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平成２８年のピーク時と比較すると待機児童数 １５５人減（４１．９％減） 

在籍児童数の伸び 

１．３０倍（２２年比） 
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学童保育所の入所申込率の推移  

小学１～３年生の学童保育所の入所申込率は、対前年度で２．９ポイント増の４８．８％ 

小学４～６年生の学童保育所入所申込率 

小学１～３年生の入
所申込率の伸び 

１．３７倍（２２年比） 

学童保育所入所申込率 ＝児童数に占める学童保育所入所申込児童数の割合 

35.7% 
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小学１～３年生の学童保育所入所申込率 



待機児童２１５人の地域別分布状況は、下図のとおり。 

学童保育所待機児童の分布状況 

（単位 ： 人） 
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 【「子ども☆ミライ会議」～市長・教育長と子どもが未来を語る～】 

 

 

 

 

「八王子市子どもすこやか宣言」の推進事業の一環として、子どもの声や意見を受け止め、市政に 

反映するために「子ども☆ミライ会議」を開催します。 

平成 30年 2 月 4日に、市制 100 周年記念事業として開催した「子どもミライフォーラム」で子ども 

大使が、子どもミライ提言を発表しました。次の 100 年へ、「子どもが夢と希望を持てるまち」の実現 

を目指して、市長・教育長に提案を行う小学 5年生から高校生までの子どもたちを募集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対  象】小学 5年生から高校生年齢まで 

【定  員】なし 

【申込期間】令和元年（２０１９年）5月 7日（火）～6月 7日（金） 

【申込方法】下の申し込み先の中野児童館に電話連絡し、 

「申し込み用紙及び写真公開等の許可について」 

を取得し、提出してください。 

【参 加 費】無料（市役所までは実費となります） 

【その他】 午後の活動がある時は、昼食を持参してください。 

活動で使用する筆記具や記念品と 1回の参加につ 

き 500 円分の図書券を用意します。 

 

 

 

【プログラム】 

① 令和元年（2019 年）6 月 23 日（日）第 1回ワークショップ （時間：午前 10 時～午後 4時 30 分） 

午前：「意見交換～八王子の未来についての考えよう～」会場：市役所 701 会議室 

午後：「施設見学～八王子の魅力を発見しよう～」 

見学コース：石川工業団地→高月町の田園風景→戸吹スポーツ公園→道の駅 

＊総合経営部広聴課のコーディネートで、マイクロバスに乗って施設見学をします。 

                      

② 令和元年（2019 年）7 月 28 日（日）第 2回ワークショップ （午前 10 時～正午）  

  「提案書の作成～本番で発表する発言をまとめよう～」会場：市役所 702 会議室 

 

③ 令和元年（2019 年）8 月 25 日（日）子ども☆ミライ会議（時間：午前 10 時～午後 4時 30 分） 

午前：「リハーサル」会場：本庁舎 801・2 会議室 

午後：「本番」「児童福祉専門分科会の委員と子ども大使との意見交換会」 

【申し込み・問合せ先】 

八王子市子ども家庭部児童青少年課中野児童館  

〒192-0042 八王子市中野山王3-6-27  TEL・FAX 624-9559 

 

【昨年度のワークショップの様子】 

 

子どもミライ提言『八王子はわたしたちがつくるまち』 

 

①子どもが大人と一緒に楽しく安心して遊べる場所があるまち 

②犯罪がなく市民全員が安心してくらせるまち 

③元気よくあいさつする世界一笑顔あふれるまち 

④自然を活かした観光が盛んで楽しめるまち 

⑤商工業によって栄え、交通が便利なまち 

 平成30年2月4日  子ども☆ミライ会議 子ども大使一同 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募条件 学生リーダー：八王子市内、または、周辺に在住・在学の大学生（大学院生を含む）・専門学校生 

アドバイザー：過去に学生リーダーとして参加した八王子市内、または、周辺に在住・在学の社会人 

応募方法 中野児童館に電話連絡して、「学生リーダー（アドバイザー）申込書」「同意書」を取得し提出。 

募集期間 令和元年（2019年）5月 7日（火）～6月７日（金） 

活動日 

及び内容 

 

① 【オリエンテーション】令和元年（2019年）6月14日（金）午後7時 30分～9時（市役所会議室） 

② 【第1 回ワークショップ】令和元年（2019年）6月23日（日）午前10時～午後4時 30分 

（市役所会議室）＊午後は、市内施設見学後に市役所会議室で開催します。                   

③ 【第2 回ワークショップ】令和元年（2019年）7月28日（日）午前10時～正午（市役所会議室） 

④ 【子ども☆ミライ会議】令和元年（2019年）8月25日（日）午前10時～午後4時30分 

（市役所会議室）＊午後：「本番」「児童福祉専門分科会の委員との子ども大使との意見交換会」 

その他 ① 活動 1回につき、1,000円の謝金をお支払いします。会場までの交通費等は自己負担となります。 

② 全ての活動に、できるだけ参加してください。 

申し込み 

及び問合せ先 

八王子市立中野児童館（八王子市子ども家庭部児童青少年課） 

〒192-0042 八王子市中野山王 3-6-27   TEL・FAX 624-9559 

 【「子ども☆ミライ会議」～市長・教育長と子どもが未来を語る～】 

 学生リーダー募集！ 
 

「八王子市子どもすこやか宣言」の推進事業の一環として、子ども

の声や意見を受け止め、市政に反映するために「子ども☆ミライ会議」

を開催します。 

平成30年2月4日に、市制100周年記念事業として開催した「子

どもミライフォーラム」で子ども大使が、子どもミライ提言を発表し

ました。 

今回の子ども☆ミライ会議では、次の100年へ、「子どもが夢と希

望を持てるまち」の実現を目指して、子どもたちが、市長・教育長に

提案を行います。大人（学生）と子どもが、まちづくりのパートナー

として、子ども企画委員（小学5年生～高校生年齢）の意見を尊重し、

サポートをする「学生リーダー」と「アドバイザー」を募集します。

この取り組みは「子どもにやさしいまちづくり」を基本の考えとして

います。 

 

「子どもにやさしいまちづくり」とは・・ 

ユニセフが定義する、子どもの最善の利益を図る

べく「子どもの権利条約」の内容を具現化するまち

であり、子どもがまちの決定に影響を与えることが

できるまちです。本市は、平成12年度に「八王子

市子どもすこやか宣言」を行い、子どもの権利に関

する普及・啓発をしています。そして、子どもがま

ちづくりについて考え、発言する場を創出し、子ど

もの意見を尊重してきました。 

子どもミライ提言『八王子はわたしたちがつくるまち』 

 

①子どもが大人と一緒に楽しく安心して遊べる場所があるまち 

②犯罪がなく市民全員が安心してくらせるまち 

③元気よくあいさつする世界一笑顔あふれるまち 

④自然を活かした観光が盛んで楽しめるまち 

⑤商工業によって栄え交通が便利なまち 

平成 30 年 2月 4日  子ども☆ミライ会議 子ども大使一同 

【昨年の「子ども☆ミライ会議」で 

サポートする学生リーダーの様子】 


